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「届けたい！日本の元気。韓国の友情。」 

～KOREA 東北親善大使派遣事業による東北訪問報告～ 
 

ソウル事務所 

 

１ はじめに 

 クレアソウルでは、韓国外国語大学日本学部と連携・協力し、韓国の学生６名を「KOREA

東北親善大使」として、被災地３県（北チーム：宮城、岩手 南チーム：宮城、福島）に

派遣しました。委嘱式の様子などは 2012 年２月の CLAIR メールマガジン（※）で配信

しましたが、今回は被災地への訪問の様子などについて報告いたします。 

（※）http://www.clair.or.jp/j/forum/c_mailmagazine/201202/2-1.pdf 

 

２ 訪問の様子 

 ○スケジュール 

 KOREA 東北親善大使は、５泊６日の訪問期間中、宮城県南三陸町の被災地を訪問し、

実際の被災状況などを視察しました。また、３日目から５日目までの３日間は、北チーム

と南チームに分かれて観光地を訪問し、名所旧跡を巡ったり地域の特産品を味わったりと、

東北の魅力や楽しさを感じていました（なお、訪問の様子は別掲の旅行記をご覧ください）。 

 

 北チーム(宮城・岩手) 南チーム（宮城・福島） 

２月 14 日 

（火） 

共通日程  

・韓国（仁川空港）⇒日本（仙台空港）  

・仙台市内（東北大学の留学生等との意見交換、交流）  

２日 15 日 

（水） 

共通日程  

・被災地南三陸町訪問（伊里前仮設商店街、ホテル観洋、ベイサイドアリーナ、入谷 YES 工房、語り部 

ガイドの案内による被災地視察） 

・石巻市「道の駅上品の郷」訪問 

２月 16 日 

（木） 

・観光地訪問（岩手県） 

猊
げい

鼻
び

渓（一関市） 

中尊寺、毛
もう

越
つう

寺（平泉町） 

・観光地訪問（福島県） 

 アクアマリンふくしま、いわきららミュウ、 

 ハワイアンズ（いわき市） 

・いわき市長表敬訪問 

２月 17 日 

（金） 

・観光地訪問（宮城県） 

塩竈神社、顔晴
が ん ば

れ塩竈（塩竈市） 

松島遊覧船、瑞巌寺、円通院、観瀾亭

（松島町） 

・観光地訪問（福島県） 

 鶴ヶ城、末廣酒造、ほしばん絵ろうそく店

（会津若松市） 

・会津若松市長表敬訪問 

２月 18 日 

（土） 

・観光地訪問（宮城県） 

鳴子ホテル、桜井こけし店（大崎市） 

・観光地訪問（福島県） 

大内宿（下郷町） 

蔵の街めぐり、全国ラーメンフェスタ 

（喜多方市） 

２月 19 日 

（日） 

共通日程  

・日本（仙台空港）⇒韓国（仁川空港） 

http://www.clair.or.jp/j/forum/c_mailmagazine/201202/2-1.pdf
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３ 学生による情報発信 

学生たちは、訪問期間中に自らが感じたものをリアルタイムでフェイスブックなどに掲

載し、情報発信を行いました。登録者数は学生個人のアカウントを含めると、のべ 1,159

人にも上り、効果的な情報発信を行うことができました。 

KOREA東北親善大使のフェイスブックのURL：http://facebook.com/tohokukorea 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の予定 

 今回の KOREA 東北親善大使派遣事業につきましては、多くの日系マスコミに取り上げ

られましたが、今後は、韓国内においても今後各種イベントにおける発表やパネル展示、

観光関連の新聞での特集記事やホームページへの掲載など多様な媒体による情報発信を行

う予定です（次項【参考】）。 

 

５ おわりに 

 本事業の実施にあたり、多大なるご協力をいただきました東北観光推進機構様、アシア

ナ航空様、日本観光新聞様、関係自治体及び訪問先関係者の皆様に、この場をお借りして

お礼を申し上げます。学生たちが、復興に向けて力強く頑張っている東北地方を訪問する

ことができたことは、彼らにとって生涯忘れることのできない貴重な経験となり、日本の

正しい情報を発信していく上で必ずや力になるものと考えます。 

クレアソウルでは、引き続き韓国内に日本の元気や東北の魅力、楽しさを発信し、訪日

観光客の回復に向けて努力してまいります。 

【KOREA 東北親善大使派遣事業プロジェクトチーム】 

川村祥生（富山県派遣）、小椋 大（宮崎市派遣） 

松﨑謙二（松山市派遣）、上田将章（鳥取県派遣） 

フェイスブックへの掲載の様子、訪問先からリアルタイムで更新しました。 

http://facebook.com/tohokukorea
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【参考】 

○イベントでの発表・展示 

名称 日程 場所 主催 
発表・展示内容 

（本事業関係分） 

東日本大震災

から１年 感

謝・復興・日

韓友好レセプ

ション 

３月１４日（水） 
ソウル市 

（日本大使公邸） 
在大韓民国日本大使館 

学生代表による発表 

写真パネル展示 

３．１１東日

本大震災記念

シンポジウム 

3 月 1５日（木） 
ソウル市 

（ハジャセンター） 
国際交流基金 写真パネル展示 

JAPAN 

Festival  in 

KOREA 

３月１６日（金）

～２２日（木） 

ソウル市 

（光化門駅内べセット） 
日本観光新聞 写真パネル展示 

ピ ョ ン テ ク

JAPAN DAY 
３月２０日（火） 

ピョンテク市 

（ピョンテク大学） 
在大韓民国日本大使館 写真パネル展示 

 

○情報媒体への掲載（予定を含む） 

＜新聞・広報誌＞ 

・日本観光新聞での特集企画記事（紙面７面分） 

  ※ホームページでもご覧いただけます（下記 URL）。 

http://www.japanpr.com/jtt_special/78993 

http://www.japanpr.com/jtt_special/78983 

http://www.japanpr.com/jtt_company/78990 

http://www.japanpr.com/jtt_company/79036 

 

＜ホームページ・メールマガジン＞ 

・アシアナ航空ホームページ 

・韓国外国語大学ホームページ 

・駐韓日系政府機関等への旅行記掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.japanpr.com/jtt_special/78993
http://www.japanpr.com/jtt_special/78983
http://www.japanpr.com/jtt_company/78990
http://www.japanpr.com/jtt_company/79036
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【日本観光新聞掲載記事（ホームページ版より抜粋）】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訳文】＜東日本大震災１年 特別企画１＞ 今もなお美しい「東北」 

東日本大震災１年 １年待った特別な旅行 

2011 年３月 11 日、午後２時４６分、巨大な津波が東北を飲み込んだ。15,846 人が死亡、行方

不明者 3,317 人、重軽傷者だけでも 6,011 人に至り、100 万棟にものぼる建物や家屋が、高さ 10m

の巨大津波に力なく倒れた。津波はここで収まらなかった。巨大な津波は福島第一原子力発電所にま

で達して放射能漏れという事態を引き起こした。そのように、東北は悲しい試練の土地になるように

見えた。 

しかし、そのような天災も、日本三景の松島を飲み込むことはなかった。平泉は世界文化遺産に登録

され、東北の奇跡を作り出した。 

東日本大震災から 1 年。地震と津波の傷跡があろうとも、東北はまだその神秘的な魅力を放つ土地で

あることに異議を唱える者は誰もいない。 

                                  イ・サンジク記者 

～以下続く～ 


